




























3次元的に最も大きく移動した点を MaximumTotal Poinl Motion (MTPM)として術後1， 3，札 12，18， 
24ヶ月に計測した。
【結果】 subsidenceの平均はOA群 54.1 m 07 -119卿)、 RA群 94.8mm(50-135mm). lift-offの平均はOA
群 94.1mm (40-156mm)、RA群 151.2slfi (87~ 1 95mm)であった。 RA群はOA群に比Gsubsidencc，lift-off 
















術後migrationの評価としてRSAを用い、 3次元的に最も大きく移動した点をMaximumTotaJ Point Motion 
(MTPM)として術後1，札 6，12， 18， 24ヶ月に計測した。
結果はsubsidenceの平均はOA群 54.1μm (17 ~ 1I9Jl1l1)、 RA群 94.8畑 (50-135μ四)， I i ft・M・1・の平均はOA
群 94.IJlm(40-156μm)、RA群 151.2Jlm (87-..195畑)であった。 RA群はOA群に比L-subsi dcncc， J i ft-off 
共に有意に大きかった (P<0.01) 0 MTPMは術後6ヶ月でほぼ'安定し、術後2年では平均l.29mmで、 RA群は
OA群に比し各時期とも有窓に大きかった (P<O.05)。初期幽定性と術後2年のMTPMは相関関係が認められ
た (P<0.05)。
すなわち、初期固定性と術後migrationは相関関係が認、められ、初期固定性が術後migrationに影響する
ことが証明された。
以上の研究は整形外科学の人1.膝関節の分野において寄与するところが大であると考えられる。よって
本研究者は博士(医学)の学位を妓与するに仙すると認められる。
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